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研究分野：児童福祉 

科研費の分科・細目：社会学・社会福祉学 

キーワード：ファミリーグル－プ・カンファレンス 
 
１．研究計画の概要 
親子分離を強いられた子どもに、かつての生
活との継続性を保障する上で、親族を中心と
したインフォーマルネットワークを意思決定
過程において活用することは重要なことであ
る。現在一部の欧米・オセアニア先進諸国で
は、児童虐待の援助における意思決定過程へ
の子ども・親・親族を含む当事者たちの参画
により、親族里親が増加傾向にある。こうし
た国々における当事者参画のあり方を検討し、
日本における文化や現場の実情を踏まえた当
事者参画のあり方を明らかにする。その上で、
児童虐待の支援過程における当事者参画に基
づいた意思決定モデルを提示する。 
 以上の目的に基づいた本研究は大別して
国外・国内研究に分けられる。国外研究では、
ファミリーグループ・カンファレンス（以下、
ＦＧＣ）を中心とした当事者参画モデルを採
用しているイギリス、アメリカ、カナダ、オ
ーストラリア、オランダ、スウェーデンにお
ける意思決定過程への当事者参画のあり方
について、文献および訪問を通して得られた
知見に基づき国際比較を行う。国内では、神
奈川県内の児童相談所で試みられている児
童虐待の援助過程における当事者参画の実
態を明らかにするととともに、ＦＧＣに関す
る情報を提供することで、ＦＧＣ導入の意義
と日本型実践モデルの構築を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
家族参画を最も高度に具体化したＦＧＣが
家族参画モデルとしては、参考になると考え、
ニュージーランドで導入されたＦＧＣを踏
まえ、アメリカ、カナダ、イギリスにおける
ＦＧＣのあり方やそれらの相違を明らかに
し、日本に適した家族参画モデルの構築を行

った。当初はとくにＦＧＣを最初に開発し導
入したニュージーランドにおける FGCに特化
して研究を進行した。その導入背景や導入後
の評価を中心に研究を行った。 
その後上記の国々へ実際に行き、ＦＧＣに携
わる現場職員へのインタビュー内容、入手し
た資料、文献等を活用して、より詳細に内容
を明らかにした。その成果を踏まえ、日本に
おけるＦＧＣ実施の可能性とソーシャルワ
ークにおけるその理論づけを行った。 
さらに、その成果を日本における関係機関職
員と共有し、さらに日本における展開の可能
性を示唆した。具体的には、神奈川県下にあ
る児童相談所を中心に職員の方々と研究会
を行い、ＦＧＣ普及に向けた模擬ＦＧＣに関
するＤＶＤや、基本的内容を掲載したＦＧＣ
テキストを作成し、全国の児童相談所に送付
した。またソーシャルワーク理論におけるＦ
ＧＣの位置付けを明確にし、（１）ソーシャ
ルワーカー機能に与えた影響として、①当事
者参画に基づいた専門職役割の再編成と親
族里親の活用、②ソーシャルワーカー役割の
限定化と複数化、（２）ソーシャルワーク機
能に与えた影響としては、①コミュニティ視
点の具体化、②ストレングス視点の具体化と
当事者だけでの集団対話時間の確保といっ
た概念を導き出した。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 申請書内容との齟齬は多少ある。たとえば、
上記以外の国におけるＦＧＣをも視野にい
れていたが、今回は上記の国々に限定するこ
ととした。それ以外は当初の計画通り進行し
ている。 
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４．今後の研究の推進方策 
 今後以下のことを計画している。 
（１） 海外および国内研究を踏まえ、日本
国内で行われている児童相談所における先
駆的家族参画型実践の把握と評価 
（２） 日本型ＦＧＣモデルの提示とその
評価に関する児童相談所職員の意識調査 
（３） 日本型参画実践モデルの提示と、そ
の普及を目的とした現場職員向けツール開
発 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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